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ドイツ語、フランス語
の習得を通して、正確
な読解力、文章力、コ
ミュニケーション能力
を身につける。

ドイツ語学・ドイツ文学、フ
ランス語学・フランス文学
の研究を通して、創造的
な思考、理解力、表現力
を身につける。

ドイツならびにフラン
ス文化の研究を通し
て、人間・社会・歴
史、これら相互の関
わりを把握するとと
もに、豊かな人間性

現代ドイツ語概説I

現代ドイツ語の諸相ついて概説する。 ドイツ語はどのような特徴を持った言語なのか、現代ド
イツ語学とはどのような学問なのか理解してもらう。

○

現代ドイツ語概説II

現代ドイツ語の諸相ついて概説する。 ドイツ語はどのような特徴を持った言語なのか、現代ド
イツ語学とはどのような学問なのか理解してもらう。

○

ドイツ語学特殊講義

Ossi,Wessi, Doppelpass, Teuroなど最近20年間にドイ
ツのマスコミで話題となったキーワードを取り上げ、社
会変化との関係を説明して行きます。

ドイツ語の語構成の仕組みを知るとともに、現代ドイツ
の社会に関する理解を深める。

○ ○

ドイツ語学特殊講義

日本人とドイツ人との間の異文化間コミュニケーション
に関する諸問題を論じます。

日独異文化間コミュニケーションに関する知識を見につ
け、異文化理解を深める。

○ ○

ドイツ語学演習（3・4年
生）

ドイツ語学の専門文献を批判的に読んで行きます。 ドイツ語学の専門文献を批判的に読みこなす力をつけ
る。

○ ○ ○

ドイツ語学演習（3・4年
生）

ドイツ語で書かれたドイツ語学の文献を読む。 ドイツ語学に関する知識を深めるとともに、ドイツ語で書
かれた専門文献を一人で読みこなせるだけのドイツ語
読解力をつける。 ○ ○ ○

ドイツ文学特殊講義

(１）「不条理な」「不可解な」「謎にみちた」といった形容
詞を付されることの多いカフカの文学ですが、言語化さ
れないものに対し、例えば、精神分析、言語学、脱構
築を始めとしたポストモダニズムといった現代の文学
理論や哲学などの様々の成果を適用することで、なぜ
そのような「理解不可能」なものが生じるかを明確にす
ることができると思います。
（２）そのような視点に立って、死、女性、権力、動物な
どのカフカの文学の主要テーマを扱います。
（３）また近現代のドイツ文学を俯瞰できるように、リル
ケ、ホフマンスタール、ムージル、ハントケなどの作品
や、キルケゴール、ニーチェ、ハイデガーなどの哲学に
もできるだけ言及し、比較するつもりです。
（４）さらには、時間が許せば映像化されたカフカ作品
を鑑賞し、言語作品の映像化の可能性についても考え
てみたいと思います。

（１）カフカの文学を軸に、現代ドイツ文学に対する理解
を深める。
（２）文学を理解するための方法論に習熟する。
（３）文学の社会における存在意義、また文学の歴史的
意味を考察する。

○ ○

カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

2006年4月1日
人文学部
言語文化学科
独仏語文化論コース

コースのGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）コースのカリキュラム

学部（学科）の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
学部の教育目的：時空の広がりの中における人と社会（世界）の営為を根底から問い、それを的確に表現できる人間を養成する。
学科の教育目的：言語・文学・文化の諸相を探求し、それを的確に表現できる人間を養成する。

コースの教育目的（具体的に記述・箇条書き）
ドイツ語あるいはフランス語の学習を通して、独仏の言語や文学、文化への理解を深め、国際人として人類社会に貢献できる人材を養成する。



ドイツ文学特殊講義

講義題目『悲劇の時代』／「悲劇」とは、日常的な意味
での「悲惨な結末を持つ」芝居のことではない。古代ギ
リシア演劇（tragoidia）は、神、国家、家族と人間とを巡
る様々な問題をテーマとした。そこでは「悲しみ」は必
ずしも主題なのではない。一方で１８世紀末の多くの
ヨーロッパの文学者は、古代ギリシア演劇を模した古
典主義的な演劇を目指した。日本語で「悲劇
（Tragoedie, Trauerspiel, tragedia）」と呼ばれるそうした
彼らの作品も、「悲惨な結末を持つ」芝居として観客に
「悲しみ」を催させるのを主眼にしていたわけではな
い。封建主義的な社会から近代的な市民社会への転
換期にこそ多くの「悲劇」が生まれた事実を考えるなら
ば、当然ながら、「悲劇」は自らの生まれる社会、ある
いは時代と深い関わりを持っていたのであり、また、そ
うした時代社会への、いわば革命的な働きかけを担わ
んとしていたことが認識できる。本講義では、悲劇の生
まれくるそれぞれの時代に焦点を合わせて、主に時代
とその社会の具体的な様相を解明しつつ、「悲劇」と時
代意識との関係を考察していきたい。対象となる時代
と場所は、前５世紀のアテネ（ギリシア演劇）と、１８世
紀末のドイツ（シラー、クライスト、ビューヒナー）とイタリ
ア（アルフィエーリ）である。

文学が人間と社会との鏡であると同時に、それらの変
転を促す触媒であることを認識する。

○ ○

ドイツ文学演習（３・4年
生）

1995年にドイツで発表されたベルンハルト・シュリンク
の長編小説"der Vorleser"(『朗読者』)は、ナチスの犯
した戦争の傷跡を真っ正面から大仰に捉えるのではな
く、生活の面から、しかも教養をもたない女性の側から
描いて、世界各国において、そして日本においても
2000年に翻訳されて大ベストセラーとなった。この作品
には、現代のドイツ人の心の奥にいつまでも重く残る
「戦争、ナチス、ユダヤ問題」が日常生活を背景に見事
に描かれ、文学のもつ可能性が十分に発揮されてい
る。作品のドイツ語や研究書、翻訳などを読み、小説
の展開上のモティーフである少年の成長、愛、文盲な
どの問題を絡めながら、「ナチスの問題をどう捉える
か」という現代のドイツ人にとっても重い永遠の問題
を、私たちの問題として検証していく。

ドイツ語読解能力を養い、「現代ドイツ人にとってのナチ
ス」という問題を学ぶとともに、文学のもつ力を味わうこ
とを目標とする。

○ ○ ○

ドイツ文学演習（3・4年
生）

近代イタリアの劇作家ヴィットリオ・アルフィエーリ
(1749-1803)の悲劇『ミルラ』を、パウル・ハイゼ(1830-
1914)の独訳で読む。

ゲーテと同じ年に生まれたアルフィエーリは、彼より２年
遅く死んだシラーと同じように、悲劇を志した。１９世紀
末のドイツとイタリアにおける近代悲劇の興隆は、個人
の才能に基づく個別的な現象ではなく、国民国家の成
立へと向けた近代社会の革命的変化を背景に持つ、少
なくとも歴史的な現象である。その理解と新たな問題提
起のために、神聖ローマ帝国の盟主オーストリアの支
配下にあったイタリアの、最も偉大な悲劇作家を読む。

○ ○ ○

ドイツ文学演習（3・4年
生）

ドイツ文学はドイツやヨーロッパの文化に織り込まれて
います。相対的な理解には文学の材料になる文化分
子の知識や全体的な視野が欠かせません。この演習
ではドイツ関係の情報やニュース、又は、文学・芸術作
品などをドイツ文化の文脈において相応しく位置づけ
られるが重要です。そのために、ドイツ文化を、様々な
側面において勉強していきます。目的はドイツ語圏文
化の総合的な知識や理解です。

ドイツ語圏の歴史を始め、社会や政治制度や地理や気
候、日常文化や文学などの各分野の概略を把握できる
ように文献、新聞記事、インタネットなど様々なメディア
を通じて勉強します。ドイツ語の資料も含めて、ドイツ語
で授業を進みます。ドイツ文化の関連した研究などを読
書し、定期的に授業で紹介してもらいます。

○ ○ ○

ドイツ文学演習（3・4年
生）

ドイツ文学はドイツやヨーロッパの文化に織り込まれて
います。相対的な理解には文学の材料になる文化分
子の知識や全体的な視野が欠かせません。この演習
ではドイツ関係の情報やニュース、又は、文学・芸術作
品などをドイツ文化の文脈において相応しく位置づけ
られるが重要です。そのために、ドイツ文化を、様々な
側面において勉強していきます。目的はドイツ語圏文
化の総合的な知識や理解です。

ドイツ語圏の歴史を始め、社会や政治制度や地理や気
候、日常文化や文学などの各分野の概略を把握できる
ように文献、新聞記事、インタネットなど様々なメディア
を通じて勉強します。ドイツ語の資料も含めて、ドイツ語
で授業を進みます。ドイツ文化の関連した研究などを読
書し、定期的に授業で紹介してもらいます。

○ ○ ○

ドイツ文学講読（小説）

二年生にとっては、初級ドイツ語からの橋渡しの意味
合いをもつ。ドイツ語の読解力を向上させるために、文
法の復習をしながら日本語に訳していく。テキストは
19世紀写実主義のオーストリアの作家シュティフター
の代表的な小説『水晶』(Bergkristall)。丁寧に読んでい
き、ドイツ語を読めるようにする。長い作品であるので
ドイツ語で読んでいくのは半分弱であるが、併せて、こ
の作品が名作と言われる所以を味わっていきたい。
(Auszuege aus der Novelle von Adalbert Stifter)

ともかくドイツ語の読解力をつける。文学の楽しみを学
ぶ。

○ ○



ドイツ文学講読（小説）

二年生にとっては、初級ドイツ語からの橋渡しの意味
合いをもつ。ドイツ語の読解力を向上させるために、文
法の復習をしながら日本語に訳していく。テキストは ド
イツの戦後の文学に新しい風を吹き込んだ「グルッペ
47」を出発点としたオーストリアの現代作家ペーター・
ハントケ(Peter Handke)の小説『左利きの女』(Die
linkshaendige Frau,1977)を読む。1970年代の政治の季
節においても怒れる風雲児として名を馳せた、現在も
活躍中のこの作家のこの小説は、映画『ベルリン、天
使の詩』の監督ベンダースによって映画化されたが、
彼の作品の中でも比較的分かりやすい作品である。映
像のように流れる言葉が現代の孤独の諸相を洗い出
している。

ドイツ語読解力をつける。ドイツの戦後文学を味わう。
現代人の愛と孤独を考える。

○ ○

ドイツ文学講読（詩・戯
曲）

リルケ『オルフェウスに捧げるソネット』を読む。 芸術作品をドイツ語で堪能する。ソネットの美しさを知
り、詩のもつ音の響きに魅惑される。

○ ○

ドイツ文学講読（エッセ
イ・批評）(2年生)

政治、歴史、都市、映画、科学、人間、と現代ドイツの
多様なテーマについて学ぶ。他に、インターネットを通
して基本的なドイツ語の情報ソースに触れるための初
歩を学ぶ。

ドイツ語を基本に忠実に、読み、聴けるようになる。フラ
ンスと並ぶＥＵの牽引車、ドイツの現在を多角的に知
る。ドイツ語を通した国際的な教養を身につけるための
第一歩を踏み出す。

○ ○

ドイツ語演習（会話）（2年
生）

本授業は、まず第一に基礎的なコミュニケーション能
力を身につけさせる、言い換えれば、一年目に学んだ
ことを復習し、確かなものにすることを目的とする。文
型は、より意識的に応用されなければならない。これら
の文型は、学生によってパートナー練習やグループ練
習の中で練習され、学生の生活やさまざまなコミュニ
ケーションの状況に関連する文例によって補強され
る。教科書の文章は、ドイツ事情を伝える内容である。
各課の終わりに、日本語による文法の説明がある。

学生は提示された文型に従って、簡単な会話を行える
程度の知識を習得することができる。話すことと発音練
習がこの授業の重点である。文法は授業の目的ではな
いが、目標に到達するために通らねばならぬ道である。
したがって、各課の文法も教授され、習得されたかどう
か吟味される。文法は、コミュニカティブに有意味な練習
を通じて伝えられる。学生は教科書の中に描写された
いくつかのシチュエーションによって、文化間の相違を
確認することができる。授業の重点は、教科書の題名
に示唆されている「問題発見」にある。学生は、これまで
に学んできたことを思い出しながら、世界についての自
己の知識を活用して、比較的最近に学んだ新しい言語
で言い表すことができる。

○ ○

ドイツ語演習（会話）（2年
生）

本授業は、まず第一に基礎的なコミュニケーション能
力を身につけさせる、言い換えれば、一年目に学んだ
ことを復習し、確かなものにすることを目的とする。文
型は、より意識的に応用されなければならない。これら
の文型は、学生によってパートナー練習やグループ練
習の中で練習され、学生の生活やさまざまなコミュニ
ケーションの状況に関連する文例によって補強され
る。教科書の文章は、ドイツ事情を伝える内容である。
各課の終わりに、日本語による文法の説明がある。

学生は提示された文型に従って、簡単な会話を行える
程度の知識を習得することができる。話すことと発音練
習がこの授業の重点である。文法は授業の目的ではな
いが、目標に到達するために通らねばならぬ道である。
したがって、各課の文法も教授され、習得されたかどう
か吟味される。文法は、コミュニカティブに有意味な練習
を通じて伝えられる。学生は教科書の中に描写された
いくつかのシチュエーションによって、文化間の相違を
確認することができる。授業の重点は、教科書の題名
に示唆されている「問題発見」にある。学生は、これまで
に学んできたことを思い出しながら、世界についての自
己の知識を活用して、比較的最近に学んだ新しい言語
で言い表すことができる。

○ ○

ドイツ語演習（会話）（3・4
年生）

コミュニケーション手段としてのドイツ語を勉強します。
2年次に学習したドイツ語文法をふまえて会話の練習
を主にします。文法も学習しますが、これはほとんど2
年次の復習です。

ドイツ語会話の基礎的能力をふまえ、より高いレベルで
の会話技術を身につけることを目標とします。

○ ○

ドイツ語演習（会話）（3・4
年生）

コミュニケーション手段としてのドイツ語を勉強します。
2年次に学習したドイツ語文法をふまえて会話の練習
を主にします。文法も学習しますが、これはほとんど2
年次の復習です。

ドイツ語会話の基礎的能力をふまえ、より高いレベルで
の会話技術を身につけることを目標とします。

○ ○

ドイツ語演習（作文）

ドイツ語作文の教科書を用いて、ドイツ語作文の訓練
を行う。そのほか、数回、何らかのテーマを与え、それ
について自由に作文を書いてもらう予定でいる。

ドイツ語作文力の向上。

○ ○

ドイツ語演習（作文）

ドイツ語の初級文法で学んだ事項を組み合わせて、ド
イツ語の文章を作成する練習を積み重ねて行きます。

ドイツ語の文章を作成する。

○ ○

ドイツ語演習（時事ドイツ
語・ドイツ事情）

せっかくドイツ語を学んだのだから、ドイツ語の力を伸
ばしながら、ドイツってどんな国か、どんな風土か、ど
んな国民か、どんな生活をしているのか、などを知りた
い人のための授業。ドイツを好きになることを請け合い
ます。

ドイツ語が読みこなせ、今日のドイツを知る。

○ ○



ドイツ語演習（時事ドイツ
語・ドイツ事情）

１年生で覚えたドイツ語では文法は大ざっぱに理解し
ているでしょうが、ドイツ語を実用的に使うとか、読書を
するには、実力を身に付けることがこれからです。この
コースでは、文法を復習しながら、ドイツ語の語彙を効
果的に増やすために、色々な分野にわたって、会話の
様々な場面を読んだり、自分で造ったり、そして演じた
りします。テープやビデオを使って、練習をさらに効果
的にします。家で常にテープや単語帳を利用、自分の
可能性を積極的にチャレンジすることが望まれていま
す。

ドイツ語圏の文化に関係している簡単な資料を解読し
て、ドイツ語で自分の意見を表現できることです。これは
口頭でディスカッションしたり、または発表したりして、そ
してドイツ語で簡単なレポートを書くことです。

○ ○

フランス語史

半年間で，インド・ヨーロッパ祖語からラテン語を経て
現代フランス語が成立するまでの流れを概観します．

古フランス語，中期フランス語，近代フランス語，現代フ
ランス語の特徴を理解する．とくに，近代フランス語が
正確に読めるようになる． ○ ○

フランス語学特殊講義

フランス語のジェロンディフ構文を機能的・認知的観点
から分析します．先行研究を紹介し，現在分詞構文と
の違いについて考察します．

フランス語のジェロンディフ構文の形式と意味の連関を
把握する．

○ ○

フランス語学演習(3.4年
生）

今年度は，構文に焦点を当てて，フランス語で書かれ
た論文を読んでいきます．卒業論文を書くための指導
も合わせて行っていきます．

フランス語で書かれた論文を読むことによって，フランス
語学の知識を深めるだけでなく，論文の書き方や議論
の展開の仕方も学んでいきます ○ ○ ○

フランス語学演習(3.4年
生)

今年度は，構文に焦点を当てて，フランス語で書かれ
た論文を読んでいきます．卒業論文を書くための指導
も合わせて行っていきます．

フランス語で書かれた論文を読むことによって，フランス
語学の知識を深めるだけでなく，論文の書き方や議論
の展開の仕方も学んでいきます ○ ○ ○

フランス文学史I

フランスという国の成り立ち、フランス語の形成から説
き起こし、ケルト、ラテン、ゲルマン等の諸文化、諸文
明やキリスト教精神、封建制度等の背景としての制度
や時代精神と文学ジャンルの変遷とのかかわりを概観
する。また文学史上に名を残すそれぞれの時代の名
作にも触れ、解説をする。

（１）時代とともに移り変わる様々な精神文化について理
解を深める。
（２）文学のジャンルや表現形式について学ぶ。

○ ○

フランス文学史II

２０世紀のフランス文学、それも小説を問題とする。フ
ランス小説の代表的作品を取り上げ、その作品を具体
的に検討・分析することをとおして、文学の流れを把握
したい。どの作品を取り上げるかといえば、ロマン・ロラ
ンの『ジャン・クリストフ』、アンドレ・ジードの『贋金づか
い』、アンドレ・マルローの『希望』を考えている。これら
の作品を紹介することによって、フランスの小説がどの
ようなものであるのか、具体的に知ってもらいたいと
願っている。

文学史の授業であるが、歴史を前面に出すのではなく、
代表的作品を具体的に取り上げることによって、文学の
流れの理解を目指す。歴史の話は、ともすれば退屈で
あり、作品を具体的に知ってもらうことによって、興味が
湧けば、実際に読んでもらいたいと願うからである。

○ ○

フランス文学特殊講義

講義題目：「モラリストの文学」フランス文学の歴史にお
いて特徴的な現象の一つであるモラリストたちの営み
を、文学の観点から全体的に把握することをめざす。

文学史学はいかなる時期にいかなる意味で「モラリス
ト」の概念を確立したのか、モラリストとはいかなる作家
か、彼らの文学とはどのようなものかを知ることをめざ
す。

○ ○

フランス文学演習(3・4年
生)

アンドレ・セアイユという人の書いた、フランソワ・モーリ
アックの『テレーズ・デスケルー』にかんする論文を読
む。この論文をテクストに用いることで、モーリアックの
『テレーズ・デスケルー』の世界をかいま見たい。また
文学作品の研究のしかた、論じ方をまなぶことができ
ればと願っている。

論文のフランス語を読むことによって、フランス語の読
解力を養成することを目指すことは、もちろんであるが、
論文を教材にするのであるから、文学作品の分析能力
を身に付けることができればと願っている。概要のとこ
ろでも述べたように、文学研究の際になんらかの参考に
なれば幸いである。と同時に、思考力、論理を展開する
能力がやしなえればと願っている。

○ ○ ○

フランス文学演習(3・4年
生）

スタンダールの従兄弟ロマン・コロンの回想を通して作
家スタンダールの素顔や生き方、捜索の舞台裏等を読
み取る。更に、代表作のさわりの部分も併せて読む。

１９世紀の代表的な作家のひとりであるスタンダールの
作品に親しみ理解を深めると同時に、彼の生きた時代
の動きや精神の在り様を感得する。 ○ ○ ○

フランス文学講読(小説）

２年生を含む講義のため、まず易しくリライトしたテキス
ト版でAlain-Fournier　の『グラン・モーヌ』LE GRAND
MEAULNES　を受講生と一緒に読んでいく。夢と冒険
に誘われた少年・少女が終には愛の挫折を体験するこ
とになる物語が、ソローニュの森を背景に展開され、そ
こはかとない悲哀と詩情が漂う。そのいわばフランスの
永遠の魂の漂泊をゆっくり味読してみよう。

書き言葉の時制である単純過去の文章に慣れる。

○ ○



フランス文学講読（小説）

２年生を含む講義のため、まず易しくリライトしたテキス
ト版でAlain-Fournier　の『グラン・モーヌ』LE GRAND
MEAULNES　を受講生と一緒に読んでいく。夢と冒険
に誘われた少年・少女が終には愛の挫折を体験するこ
とになる物語が、ソローニュの森を背景に展開され、そ
こはかとない悲哀と詩情が漂う。そのいわばフランスの
永遠の魂の漂泊をゆっくり味読してみよう。

単純過去で著された文語文に慣れる。語彙を豊にして
フランス語の文語文を読むスピードを上げる。

○ ○

フランス文学講読（小説）
（2年生）

フランス語専攻でフランス語未履修の２年生のための
授業です．半年間でフランス語の基礎を学びます．

フランス語の基本的文法体系をの習得を目指します．

○ ○

フランス文学講読（詩・戯
曲）

昨年度後期の「フランス文学講読(詩・戯曲)」の授業で
用いた、ボードレールの「パリの憂鬱」をテクストに選
び、その続きを読む。この散文詩をテクストに用いるこ
とで、１９世紀フランスを代表する詩人ボードレールの
作品世界がいかなるものであるのかをかいま見たい。

上記の散文詩を読むことによって、フランス語の読解力
の養成を目指すとともに、発音の練習を心がけ、文法の
徹底した復習をおこなう。また個々の作品をある程度分
析することによって、詩の鑑賞のしかたを学びたい。

○ ○

フランス文学講読（詩・戯
曲）

ｌ９世紀フランスのロマン派の代表的詩人、ラマルチー
ヌの『瞑想詩集』をテクストに用いる。この詩集を読むこ
とによって、ラマルチーヌの作品世界がいかなるもので
あるのか、フランスのロマン派の詩が、いかなるもので
あるのか、をかいま見たい。

上記の詩集を読むことによって、韻文のフランス語に慣
れるとともに、フランス語の読解力の養成を目指す。発
音の練習を心がけ、文法の徹底した復習をおこなう。ま
た個々の作品を一定程度分析することによって、詩の
鑑賞あるいは研究のしかたを学びたい。

○ ○

フランス語演習（会話）

このコースは初級フランス語を総合的にレベルアップさ
せ、フランス語での基礎的なコミュニケーションに積極
的に参加できるような理解力と表現力とを習得すること
を目標にしている。

この講座は、フランス語を学ぶ学生のために簡単な挨
拶や日常会話を取り入れながら、初級～中級フランス
語を習得して伝達力を伸ばす。 ○ ○

フランス語演習（会話）

このコースは初級フランス語を総合的にレベルアップさ
せ、フランス語での基礎的なコミュニケーションに積極
的に参加できるような理解力と表現力とを習得すること
を目標にしている。

この講座は、フランス語を学ぶ学生のために簡単な挨
拶や日常会話を取り入れながら、初級～中級フランス
語を習得して伝達力を伸ばす。 ○ ○

フランス語演習（作文）

フランス語の基礎を習得した人を対象とします．表現モ
デルと語彙の知識を増やし，できる限り多くの練習問
題をすることによって，表現の幅を広げていきます．毎
回小テスト行います．

書くために必要な文法知識を習得し，日本語とフランス
語の表現の違いを把握して，正確に書けるようになるこ
とを目指します． ○ ○

フランス語演習（作文）

フランス語の基礎を習得した人を対象とします．表現モ
デルと語彙の知識を増やし，できる限り多くの練習問
題をすることによって，表現の幅を広げていきます．毎
回小テスト行います．

書くために必要な文法知識を習得し，日本語とフランス
語の表現の違いを把握して，正確に書けるようになるこ
とを目指します． ○ ○

フランス語演習（時事フラ
ンス語・フランス事情）

フランスをいろいろな視点から見て知識を深めることに
重点を置く。「ファション・グルメの国」という表面的なイ
メージだけにとらわれず、フランス文化・芸術の真髄か
ら現代社会が抱える悩み、問題点まで踏み込み、これ
からの課題等にも迫る。

フランスの新の姿を理解する。プリント，ビデオ、カセット
を使用して講義の理解を更に深める。フランス語の専門
用語の習得。ただ講義の聞き手になるのではなく、お互
いに自分の意見を言う積極性を身につける。

○ ○

フランス語演習（時事フラ
ンス語・フランス事情）

フランスをいろいろな視点から見て知識を深めることに
重点を置く。「ファション・グルメの国」という表面的なイ
メージだけにとらわれず、フランス文化・芸術の真髄か
ら現代社会が抱える悩み、問題点まで踏み込み、これ
からの課題等にも迫る。

フランスの新の姿を理解する。プリント，ビデオ、カセット
を使用して講義の理解を更に深める。フランス語の専門
用語の習得。ただ講義の聞き手になるのではなく、お互
いに自分の意見を言う積極性を身につける。

○ ○

優　良　可　不可

優　良　可　不可

優　良　可　不可

優　良　可　不可

優　良　可　不可

    

1問題設定が明確である。

2論構想が明瞭である。

3文献を正確に理解し、必要に応じて引用している。

4独創的な論を提起している。

５．その他注目すべき点

例　卒業研究の達成度判定基準

発表内容に関する到達度判定
判　定　す　る　項　目 判　 定

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き） 卒業論文の内容に関する到達目標の達成度が基準に達していること。（達成度判定基準は別表）

ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）


